
普及項目 増殖 

漁業種類等 なまこ漁業 

対象魚類 マナマコ 

対象海域 オホーツク海域 

ナマコ簡易採苗技術指導 
北海道宗谷総合振興局 

宗谷地区水産技術普及指導所枝幸支所（西島 英祐） 

【背景・目的・目標（指標）】 

枝幸漁業協同組合におけるなまこ漁業は、桁曳き網を用いて行われており、漁獲したナ

マコを漁業者が自ら乾燥ナマコに加工して出荷する形態で行われている。 

なまこ部会では、これまで資源の持続的な利用を目的に、各種調査を実施し、漁獲許容

量の設定や漁獲サイズ制限を行うなど、資源の維持、管理に努めてきた。しかしながら、

資源の減少が危惧されるようになり、漁業者は危機感を抱いていた。そのような中、大き

な設備がなくても実施可能なナマコ簡易採苗が全道的に普及してきており、枝幸漁協にお

いても増殖手法の一つとして試してみたいという機運が高まった。そのため、指導所は、

なまこ部会を対象に平成 29 年度より簡易採苗の指導を開始することとなった。開始当初

は８月上旬の操業終了に合わせて採苗を実施し、順調に採卵できていたが、令和４年度以

降は高水温等の環境変化により、その時期の採卵状況が著しく不安定となってきた。その

ため、これまでの工程を見直し、採苗技術の安定化を図ることを目的に指導を行った（表

１）。 

【普及の内容・特徴】 

採卵を安定させるため、成熟度調査を提案し、漁業者から了解を得た。調査は、漁獲後

に漁業者の作業場で除去された生殖巣を持ち帰って万能投影機で観察した。採卵日につい

ては、採卵可能な卵径を 150μm 以上として、その出現数が多くなった時点で漁協・漁業

者と協議し、昨年よりも 20 日程早い７月 10 日に決定した。 

採卵に使用する親ナマコは採取場所による熟度差を考慮し、部会員全員（19 名）から

入手することとし、採卵の数日前から水槽で無給餌飼育した。 

このような見直しの結果、十分な卵が得られ、幼生飼育は順調に推移した。 

これまでの幼生飼育では、数か月飼育した後に海に直接放流していたが、放流後の稚ナ

マコが確認することができないという課題があった。そのため、今年度は採苗器を飼育水

槽に設置して、基質ごと海に投入するように変更した。 

設置してからおよそ３か月後に、採苗器を回収し、大きさ１mm 程度の稚ナマコ 24 個体

が確認できた（写真１、写真２）。 

【成果・活用】 

 漁業者が加工の過程で除去した生殖巣を用いて成熟度調査を行うことで、部会員自身も

卵の熟度に関心を持ち、採卵日の決定が円滑に進んだ。また、自らが実施した採卵によ

り、その後稚ナマコに成長することが確認できたことで、この取り組みを継続する意欲が

高まってきている（写真３）。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

 本活動の目的である採苗技術の安定化については、これまでの工程を見直し改善したこ

とでほぼ達成されたと考えている。今後は、簡易採苗体制の部会への移行について漁協・

部会と検討していく。 

 

 



表１ 簡易採苗工程の見直しについて 

 
 

 
写真１ 稚ナマコ放流について（左：放流に使用した採苗器、中：海中へ放流、右：採苗

器への稚ナマコ付着の有無の確認） 

 

 
写真２ 採苗器に付着していた稚ナマコ       写真３ 採卵の様子 


